
日程 平成23年7月22日（金）13時～7月24日（日）12時（2泊3日） 

会場 京都大学フィールド科学教育研究センター 芦生研究林（京都府南丹市美山町芦生） 

講義 「山のめぐみ」 福島 慶太郎 （京都大学フィールド研 特定研究員） 

 「川のめぐみ」 境 優 （京都大学地球環境学堂 大学院生） 
 「健康のめぐみ－森ですこやかに」今西 二郎 （明治国際医療大学附属統合医療センター長） 

 「暮らしのめぐみ」 坂 志朗 （京都大学エネルギー科学研究科 教授） 

 芦生の樹木識別入門 
 「里のめぐみ－茅葺き民家の現代的意義を考える」深町加津枝 （京都大学地球環境学堂 准教授） 

実習 天然林の観察（2日目午前中は上谷を、午後はコース別に歩きます。） 

 茅葺きの里見学（3日目午前中・予定） 
  （注：プログラムは、現在調整中です。） 

交通手段 ＪＲ園部駅より送迎バスまたは自家用車 

定員 30名（応募者多数の場合は抽選，小学生以下は不可，中学生は保護者同伴） 

受講料 8,200円（中高生は4,100円，一般参加者は別途宿泊費など［約17,000円］必要） 

中高生のグループ参加（一般募集とは別に数グループ，20名まで） 

 教師（クラブ顧問等）の引率があれば，大学の宿泊施設に実費で宿泊して参加していただける 
よう準備中です（食事等は自炊になります）。お早めにご相談ください。 

申込方法 後日，フィールド研ウェブページ http://fserc.kyoto-u.ac.jp/ でお知らせいたします。 

一般募集は6月頃開始，6月末募集締切を予定 

問合先 京都大学フィールド科学教育研究センター 企画情報室 

     電話 075-753-6420／電子メール joho@kais.kyoto-u.ac.jp  

芦生公開講座 2011 

「京の府民大学」対象講座 

今, 森から考える ｰ森のめぐみｰ今, 森から考える ｰ森のめぐみｰ  

●地元の人々と京都大学が守ってきた芦生（あしう）研究林では年に1度，夏休みに公開講座を実施しています 

●２泊３日の２日目に，原生的天然林内のなだらかなコースを，大学教員等が解説しながらご案内します 

●初日と３日目にはフィールド科学に関する講義を行い，夜は地鶏やなめこなど地元食材を堪能いただきます 

  【今年から，クラブ活動などでの中学生・高校生グループ参加枠を設定いたしました（要事前調整）】 
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